
委託事業実施内容報告書 

平成２２年度「生活者としての外国人」のための日本語教育事業 

【日本語教室の設置運営】                       

                       受託団体名     高 知 大 学    

１ 事業の趣旨・目的   

経済連携協定（ＥＰＡ）等に基づく外国人看護師・介護士候補生の受入れ事業及び農林

漁業等の技術研修者として来日している外国人の資格試験対策講座や日本での生活充実の

ための日本語能力実力アップを支援する。また、帰国後、自国における日本語普及や日本

に関する正確な情報の提供と伝達に貢献できる人材の育成を行う。 

２ 運営委員会の開催について   

【概要】 

開催日時 開催場所 出席者 議題 会議の概要 

７月２３日 

 

NPO高知龍

馬の会事務

局 

奥村 訓代 

井倉俊一郎 

坂本 雅代 

受講対象者の抽出・

検討及び講義内容に

ついて 

・講義内容の検討 

・受講対象の抽出、広報及

び外国人労働者受入団体

等のニーズの把握 

２月１７日 高知大学 

人文学部 

奥村 訓代 

井倉俊一郎 

坂本 雅代 

戸田由美子 

二文字屋修 

EPA 支援等外国人労

働者受入事業の問題

点と今後の課題 

日本における EPA によ

る外国人労働者の受入事

業の現状と課題、また高知

におけるこれらの事業等の

現状と課題について検討 

２月１８日 高知大学 

人文学部 

奥村 訓代 

井倉俊一郎 

坂本 雅代 

戸田由美子 

二文字屋修 

EPA 支援等外国人労

働者受入事業の問題

点と今後の課題 

日本における EPA によ

る外国人労働者の受入事

業の現状と課題、また高知

におけるこれらの事業等の

現状と課題について検討 

【写真】 

        



３ 日本語教室の開催について 

① 日本語教室の名称 

高知で働く（または働こうとしている）外国人のための実践日本語教室 

② 開催場所 

高知大学人文学部演習室 

③ 学習目標 

生活日本語および目標専門語の習得 

④ 使用した教材・リソース 

各種プリント、自主教材 

⑤ 受講者の募集方法 

    高知大学医学部看護学科、高知県文化・国際課の協力により高知県内における外国人 

看護士・介護士受入先の病院へ直接交渉し案内を行った。 

また、高知県須崎市のフィリピン人農業研修生受入事業者、高知県室戸市の高知県外国 

人漁業研修センターや徳島市の社会福祉法人へ個別に日本語教育の現状と課題等に 

ついて情報交換を行うとともにプログラムへの参加について検討を依頼した。 

高知で働く外国人のための

実践日本語教室
目的：経済連携協定（ＥＰＡ）に基づく外国人看護師・介護士候補生や技術研修者として来日

している外国人やその家族に対して日本語資格試験などの国家試験対策講座として日本

語能力の実力アップを支援する。また、将来、帰国後の自国における日本語普及や情報

の伝達に貢献できる人材の育成を目指す。

実施期間：平成２３年１月２２日（土）～２月２７日（日）の毎週土・日曜日

実施時間：１０：００から１５：００

※各講座実施日の講師・実施内容については未定です。
詳細は下記までお問合せ願います。

実施場所：高知大学朝倉キャンパス人文学部管理棟

国際社会コミュニケーション学科7番教室

（高知大学朝倉キャンパス交通案内：http://www.kochi-u.ac.jp/JA/m/acc.html）

受講対象者：日本で働く外国人またはその家族

担当予定講師：「基礎日本語」奥村 訓代（高知大学人文学部 教授）

中野 奈々（関西語言学院教員）

アジ・スティヤント（高知大学大学院生 ブラビジャヤ大学日本語科教員）

蒋 奇武（高知大学大学院生 安徽大学日本語科教員）

「看護日本語」坂本 雅代（高知大学医学部看護学科 教授）

「看護日本語」戸田 由美子（高知大学医学部看護学科 准教授）

「異文化適応」井倉 俊一郎（ＮＰＯ高知竜馬の会 理事）

主催：高知大学人文学部（文化庁委託事業）

※勉強会のお知らせ
ＥＰＡ等による外国人看護士・介護士受入事業や日本で就労する外国人の日本語教育に

おける問題点について外部講師をお招きし、勉強会を開催します。
日本語教室の運営者・受講者の別は問いません。どなたでも参加できます。

日時：平成２３年２月１７日（木）１７：００～１９：００
場所：高知大学朝倉キャンパス人文学部管理棟人文３番教室
講師：二文字屋 修氏（ＮＰＯ法人 ＡＨＰネットワークス専務理事）
備考：ご参加・お問合せは下記までお願いします。

【お申込み・お問合せ先】
〒７８０－８５２０
高知県高知市曙町２丁目５－１
高知大学人文学部国際社会コミュニケーション学科（奥村）

TEL 088-844-8205
または、高知大学人文学部事務室

TEL 088-844-8172，FAX 088-844-8354
E-mail：gg01@kochi-u.ac.jp

 



⑥ 受講者の総数    ４  人（延べ人数ではなく，受講した人数を記載すること。） 

（出身・国籍別内訳 インドネシア国 ４人） 

⑦ 開催時間数（回数）  ４８ 時間   （全 １２ 回） 

 

⑧ 日本語教室の具体的内容 

回 開催日時 時間数 参加

人数 

国籍・母語（人） 教授者・補

助者人数 

内容 

① 
１月２２日 

10：00～15：00 
４時間 ４人 

インドネシア国 

インドネシア語(4人) 
教授者 2人 

日本語文法学習 

看護日本語学習 

② 
１月２３日 

10：00～15：00 
４時間 ４人 

インドネシア国 

インドネシア語(4人) 
教授者 2人 

日本語文法学習 

看護日本語学習 

③ 
１月２９日 

10：00～15：00 
４時間 ４人 

インドネシア国 

インドネシア語(4人) 
教授者 2人 

日本語学習法 

看護日本語学習 

④ 
１月３０日 

10：00～15：00 
４時間 ４人 

インドネシア国 

インドネシア語(4人) 
教授者 2人 

日本語文法学習 

生活日本語学習 

⑤ 
２月５日 

10：00～15：00 
４時間 ４人 

インドネシア国 

インドネシア語(4人) 
教授者 2人 

日本語学習法 

看護日本語学習 

⑥ 
２月６日 

10：00～15：00 
４時間 ４人 

インドネシア国 

インドネシア語(4人) 
教授者 2人 

日本語文法学習 

生活日本語学習 

⑦ 
２月１２日 

10：00～15：00 
４時間 ４人 

インドネシア国 

インドネシア語(4人) 
教授者 2人 

日本語学習法 

生活日本語学習 

⑧ 
２月１３日 

10：00～15：00 
４時間 ４人 

インドネシア国 

インドネシア語(4人) 
教授者 2人 

日本語文法学習 

生活日本語学習 

⑨ 
２月１９日 

10：00～15：00 
４時間 ４人 

インドネシア国 

インドネシア語(4人) 
教授者 2人 

日本語学習法 

日本語文法学習 

⑩ 
２月２０日 

10：00～15：00 
４時間 ４人 

インドネシア国 

インドネシア語(4人) 
教授者 2人 

看護日本語学習 

⑪ 
２月２６日 

10：00～15：00 
４時間 ４人 

インドネシア国 

インドネシア語(4人) 
教授者 2人 

日本語学習法 

異文化理解 

⑫ 
２月２７日 

10：00～15：00 
４時間 ４人 

インドネシア国 

インドネシア語(4人) 
教授者 2人 

日本語文法学習 

生活日本語学習 

 

 

 

 

 



⑨  特徴的な授業風景 

1 月 22（土）担当講師：坂本 

日本語の習得とともに、日本における看護師になるための、教育がどのように展開され

ているか、について理解を得るよう、教材は高知大学看護学部における授業風景を用いた。 

[PowerPoint による資料（抜粋）] 

看護への思い

2011年1月22日（土）

高知大学医学部看護学科

坂本雅代

看護（かんご）のことば

看

手を目の上に
もってみる

護

かばう、防ぐ（防ぐ）
保護（ほご）する

 

看護師（かんごし）への
イメージは？

看護の仕事（しごと）

何のために、
どのようなことをしているでしょうか？

 

看護の仕事（しごと）

・傷（きず）ついたり病気（びょうき）した
人を手当をしたり、お世話をすること

・Nursing care
世話（せわ）、介護（かいご）
気をつかうこと

看護の仕事をするには

てきせつな知識（ちしき）や

技術（ぎじゅつ）が必要（ひつよう）

勉強をして資格（しかく）を！

 



看護への道（みち）

どのようなことを

勉強するの？

高知大学医学部看護学科

 

授業（救急法）

 

看護について知りたいことは

 

1 月 23 日（土）担当講師：坂本 

日本語の習得とともに、日本の看護師の状況が理解を得るよう、看護師への道や、働く

場所、その仲間について、インドネシアの実情を聞きながら授業を進めた。 

 

１． 看護師への道 

高等学校卒業後の看護師の資格を得るには 

 3 年生の看護短期大学または看護学校 

 4 年生の看護系の大学 

     ↓ 

学習状況に応じた受験資格：保健師・助産師・看護師 

 



２． 看護職の仲間には、 

  保健師・・・健康への指導 

助産師・・・赤ちゃん誕生へのお世話 

看護師・・・・身の回りのお世話と診療の補助 

准看護師・・・看護師の指導のもと身の周りのお世話と診療の介助 

 

３． 看護師の働く場所 

病院・・病気やけがをした人の身の回りの世話と診療の介助 

学校・・・子供たちの健康をまもる 

老人施設・・・お年寄りの人たちの健康をまもる 

訪問看護ステーション・・・・自宅で生活している病気の人たちの健康管理やお世話 

 

４． 看護師以外の働く仲間 

医師・・・病気の診断や治療 

薬剤師・・・薬の準備や薬の管理 

訓練士・・・身体機能の回復に向けて訓練をする 

栄養士・・・栄養の指導や食事の管理 

ケースワーカー・・・・療養生活で困ったことなどの相談を受け・指導アドバイスを

する 

 

 

1 月 29 日（土）担当講師：坂本 

日本に来日し、インフルエンザが流行していることから、日頃の健康管理の仕方と、日

常生活の過ごし方をテーマに選び授業を展開した。 

１． インフルエンザの症状 

２． インフルエンザを予防するには 

３． インフルエンザに感染したら 

４． 日頃から健康を保つ生活とは 

健康管理
（けんこうかんり）

2011年1月29日（土）

高知大学医学部看護学科

坂本 雅代

病気にならないために

どのようなことに注意をしていますか？

 



病気とは

・全身または一部に異常（いじょう）をきたして、

正常な働きができない状態（じょうたい）

・苦しい思いをする

・（傷などが）痛む

インフルエンザ

原因：インフルエンザウイルスの感染(かんせん）

主な症状（しょうじょう）

咳（せき）がでる

熱がでる（高熱：こうねつ）

のどが痛い（咽頭痛：いんとうつう）

頭が痛い（頭痛：ずつう）

身体がだるい（倦怠感：けんたいかん）

 

インフルエンザ

感染を防ぐ

感染予防（かんせんよぼう）

・インフルエンザワクチンの

予防接種（せっしゅ）を受ける

菌の侵入（しんにゅう）に対抗（たいこう）する

インフルエンザに感染したら

・病院へ行く

・温かくして安静（あんせい）にする

・休養（きゅうよう）をとる

・栄養に富んだ消化（しょうか）のよい食べ物を
とる

 

インフルエンザが流行したら

・人込みの中はさける

・外出の時は、マスクをする

・帰宅（きたく）したら、うがい、手洗いをする

イラスト 木下洋子他：保健指導・学習材：東山書房

・部屋を清潔（せいけつ）にする

掃除（そうじ）をする

部屋の乾燥（かんそう）を防ぐ

 

・咳（せき）エチケット

「咳」などの症状（しょうじょう）の

ある時は、

周りの方へうつさないために、

マスクをつける

健康とは

身体に悪いところがなく
心身（しんしん）がすこやかなこと

心身とは＝精神（せいしん）と身体（しんたい）
こころとからだ

（広辞苑）

 



WHO健康の定義

世界保健機関憲章（せかいほけんきかんけんしょう）

健康とは、完全な身体的（しんたいてき）、

精神的（せいしんてき）および

社会的良好（しゃかいてきりょうこう）の

状態（じょうたい）であり、

単に疾病（しっぺい）または

病弱（びょうじゃく）でないということではない

（1948年前文）

健康を保つ生活

規則正しい日常生活を送る

＝好ましい生活習慣(しゅうかん：きまり）

１）栄養(えいよう）・

食生活（しょくせいかつ）を整える

 

２）身体活動（かつどう）・運動（うんどう）

・体を動かす

・スポーツをする

３）休養（きゅうよう）・心の健康

休養は、休んで気力や体力を養うこと

・ぐっすり眠り、こころよく目覚める

・気分転換（きぶんてんかん）をはかる

 

 

 

2 月 5 日（土）担当講師：坂本 

生活習慣の変化から受講対象者に便秘の問題があり、食べ物の旅と食べ物の終わり、便

秘について話すと共に、赤ちゃん誕生について、テーマを選び授業を展開した 

１． 食べ物の旅・・口～肛門までの過程 

２． 食べ物の終わり・・排便のしくみと便秘 

３． 赤ちゃんの誕生について 

食べ物の終わり
いのちの誕生

2011年2月2日（水）

高知大学医学部看護学科 坂本雅代

食べ物のたび(旅）

 

 



食べ物の旅（たび）

くち

しょくどう

い

じゅうにしちょう

しょうちょう

だいちょう

こうもん

食べ物の終わり

べん（ ）

たいしゃ（代謝）されたあとの不用なもの

はなし言葉

・お通じ（おつうじ）がしたい

・便がしたい

・排便がしたい

・トイレに行きたい

 

食べ物の終わり(便）

便は、

・食べ物がしょうか（ ）

きゅうしゅう( ）

された残りかす

・腸の細胞（さいぼう cell）

・細菌(さいきん bacterium）

排便のしくみ

便がしたい（べんい ）

括約筋（かつやくきん）がゆるんで

お腹に力を加えて（ふくあつ ）

肛門から排泄（はいせつ）する

 

便秘（ぺんぴ）

• 便が大腸内に長くとどまり出すとき苦しい

・2日～3日以上便がでない

・毎日便がでても、残った感じがする

便秘になると

・おなか（ ）がはる

・頭がいた（ ）くなる

・しょくよく（ ）がなくなる

・・・・・

 

便秘を防ぐには

・決まった時間にトイレにいく

・朝、冷たい水を飲む、食事を３食たべる、

（やさい、くだもの、・・・・）

・てきど（適度）なうんどう（ ）をする

 



いのちの誕生（たんじょう）

お母さんの、らんし（ ）と

お父さんの、せいし（ ）が出会い

受精（じゅせい）する

生命の誕生

 

いのちが誕生したお母さん

にんしん（ ）した

女性を

にんぷ（妊婦）と言います

赤ちゃん誕生

・赤ちゃんを産むこと（しゅっさん： ）

・出産の場所

・びょういん（ ）

・じょさんしょ( ）

・自宅

 

出産を手助けしてくれる人は

・いし

・じょさんし

・かんごし

・かぞく

赤ちゃん誕生

• 生まれた時の赤ちゃんの大きさは

しんちょう・・・・・約５０ｃｍ

（ ）

たいじゅう・・・・約３キログラム

（ ）

 

あなたが生まれた時の様子は 大切に育ててくれた家族に伝える
気持ちを書いてみよう

 



2 月 20 日（土）担当講師：坂本 

 インドネシアにおける健康問題であるエイズについて知りたいとのことで、その病原体

や感染防止について授業を展開した 

1．人から人に移る病気には 

２．エイズの病原体 

３．エイズに感染するのはどんなとき 

 

人にうつる病気

2011年 2月20日(日）

高知大学医学部看護学科

坂本雅代

人から人へうつる病気

うつる（感染：かんせん）病気には、

何かありますか？

 

病気のもと（原因げんいん）は

１．細菌（さいきんbacteria）

自分の菌が分かれて増えていく

２．ウイルス(virus）

生きた細胞の中に入り、細胞をこわしていく

エイズ

エイズ（ＡＩＤＳ：acquired immune deficiency 
syndrome）（病気の名前）

後天性免疫不全症候群

（こうてんせいめんえきふぜんしょうこうぐん

エイズについて知っていることは？

 

エイズの病原体

エイズウイルス

（ＨＩＶ：human immunodeficiency virus）

ヒト免疫不全ウイルス）

エイズウイルスがいるところ

血液（けつえき）、精液（せいえき）、
膣液（ちつえき）

(からだの中でしか生きられない）

エイズはリンパ球に乗ってくる

田村通子：性教育とアイデア教材、東山書房

 

 

 



 

リンパ球のはたらき

ウイルスを見つけて、

悪いものをとりのぞくように指令（しれい）する

病気から体を守る力の低下（ていか）

（免疫力：めんえきりょく）

いろんな病気に感染しやすくなる

リンパ球の仲間

菌を食べる

たたかう役目

田村通子：性教育とアイデア教材、東山書房

指令する役目

病気を防ぐ

 

エイズに感染するのは、
どんなとき

エイズに感染するのは
どんなとき

話をする

手をにぎる

くしゃみがかかる

教室に一緒にいる

食事を一緒にとる

さわったものにふれる

きずに他人の血がつく

田村通子：性教育．東山書房  

エイズの感染による
症状（しょうじょう）

・からだがだるい

・熱（ねつ）がでる

・下痢（げり）をする

・やせる

・肺炎（はいえん）になる

・・・・・

エイズの感染を防ぐには

防ぐ＝予防する（よぼう prevent）

 

 

2 月 20 日（土）担当講師：坂本 

 病気などで訪れる病院の外来の様子をテーマに授業を展開した。 

１． 病院の様子 

２． 病院の外来 

３． 病院の設備 

４． 病院で働く人 

 



 

病院の様子（ようす）

2011年2月20日

高知大学医学部看護学科

坂本雅代

病院の外来

病気をしたときは、病院の
がいらい に行きます

・頭が痛く熱があるときは
ないか にいきます

・けがをしたときは
げか にいきます

・歯が痛いときは
しか にいきます

 

・子どもが熱をだしたら

しょうにか に行きます

・

・

・

・

・

・

・

病院の設備（せつび）

・病院にはうけつけ があります

・病院にはやっきょく

・病院にはけんさしつ

・病院にはしょくどう

 

・子どもが熱をだしたら

しょうにか に行きます

・

・

・

・

・

・

・

病室の設備

・病室には、いす があります

・病室には、よくしつ

・病室には、せんめんだい

・病室には、れいぞうこ

 

病院で働く人

・病院では、いし が働いています

・病院では、かんごし

・病院では、やくざいし

医師の仕事

・医師はしんさつ をします

・医師はしゅじゅつ

・医師はちゅうしゃ

 



 

看護師の仕事

・看護師は、いどう の世話をします

・看護師は、しょくじ

・看護師は、はいせつ

薬剤師の仕事

・薬剤師はくすりのじゅんびをします

・薬剤師はくすりのせつめいをします

・薬剤師はくすりのかんりをします

 

患者の行動

・患者はあんせい にしています

・患者はくんれん をしています

・患者はくるまいす に乗っています

患者の訴え

・患者は、あたまがいたい と訴えています

・患者は、おなかがいたい

・患者は、こしがいたい

 

家族

・家族は、めんかい にきています

・家族は、せんたく をしています

・家族は、まちあいしつ にいます

（waitiｎg room）

 

■2011年 1月 29日（土）10：00～12：00  担当講師：奥村 

日本語学習法について、以下の資料及び自作プリントにより生活日本語の習得を 

目指した。人数は少なめだったが、個別に細かく対応ができ充実していた。 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

■2011 年 2 月 19 日（土）10：00～12：00 担当講師：アジ・スティヤント 

      ネイティブの講師により異文化に必要な日本語について、以下の内容に 

より授業を行った。 

 



 

 

 

⑩  活用した日系人等（日本語を母語としない）の名簿 

氏名 母語（国籍） 来日年（日）数 参加回数 当該教室での役割 

アジ・スティヤント インドネシア語 

（インドネシア国） 

２年 ５回 日本語教育担当講師

及び授業全般の通

訳・授業補助 

 

 

⑪  支援者の名簿（⑩以外） 

氏名 所属 専門分野及び日本語

教育に関する資格 

参加回数 当該教室での

役割 

坂本  雅代 高知大学医学部 看護学 ６回 教授者 

奥村  訓代 高知大学人文学部 日本語教授法 ７回 教授者 

中野  奈々 関西言語学院教員 日本語教育 ５回 教授者 

井倉  俊一郎 NPO 高知竜馬の会

理事 

異文化理解・異文化

適応 

１回 教授者 

 



 

４ 事業に対する評価について 

①�  当初の学習目標の達成状況 

日本語能力検定試験 4級から 3級レベルおよび生活日本語と専門用語の習得 

② 学習者の習得状況 

    人数が少なかったので、特に辞書を引きながらどんな漢字や語句でも自学実習できる

ようになった。    

③ 日本語教室設置運営の効果，成果 

    教室の設置位置の関係、および学校、受け入れサイドの問題から参加できない学習者

がいたのが残念であるが、次年度に向けての試金石としては、十分な成果と理解を得る

ことができた。 

④ 地域の関係者との連携による効果，成果等 

今回連携体制の取れなかった地域や関係者との協力体制の構築も深まり、次回には成果

として期待できそうである。 

⑤ 改善点，今後の課題について（具体的に記述する。） 

a. 現状  

高知の特殊性のため、東西の連携が取りにくい（東西 200キロ以上離れている） 

b. 今後の課題 

  東西の連携の図れる位置関係の確保 

c. 今後の活動予定，展望 

  連絡を密にし、東西の連携や異業種間の外国人の連携を深める 

 

 

 


